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〜古今やきもの饗宴〜
きょう

食器は料理を引き立て、食事を楽
しくしてくれます。私たちの暮らし
に欠かせない食器をはじめとする焼
き物。本市は明治以降、萬古焼の主
要な産地として発展し、多くの製品
を世に送り出してきました。そのた
め、焼き物を身近に感じることも多
く、まち中でも陶壁などのオブジェ
を見掛けます。
博物館では開館以来、萬古焼の資

料を収集してきましたが、開館20周

年やリニューアルをきっかけに、市
民の皆さんから焼き物に関する作品
や資料を多く寄贈していただきまし
た。
中には日本の陶芸史の標準作とな

るような優れた作品や、日本ではあ
まり知られていない、戦後間もない
頃にアメリカ向けに作られたノベル
ティなど、貴重で珍しい物もありま
す。
11月８日（火）から開催する企画

展「古今やきもの饗宴−館蔵陶磁器
セレクション−」では、博物館が所
蔵する萬古焼のコレクションや新た

に寄贈された作品を一堂に展示しま
す。本市の主要産業となる前の江戸
時代中期から現代に至るまでのおよ
そ300年の萬古焼の流れと、日本の
焼き物の優品をご覧
いただけます。
この機会に、地場

産業としての萬古焼
の歩みや、焼き物の
歴史に触れてみては
いかがでしょうか。

→

第８回

赤絵龍文盛盞瓶
せいさんぴん

「博物館」「プラネタリウム」「四日市公害と環境未来館」の見どころなどを紹介します。
開館時間 ９：30〜17：00（展覧会への入場は16：30まで）
11月の休館日 11月７日・14日・21日・28日（いずれも月曜日）
12月の休館日 12月５日（月）・12日（月）〜19日（月）・26日（月）〜31日（土）
※１月は２日（月）から開館します

博物館
（緯355－2700 胃355－2704）

問い合わせ先

農水振興課
（緯354－8180 胃354－8307）

問い合わせ先

第20回

③ 小麦粉、ベーキングパウダー、
塩、かぶせ茶粉末を混ぜてふ
るいにかける。

④ 水と砂糖をよく混ぜ合わせ、③
を少しずつ入れ、ダマにならな
いようにしっかりかき混ぜる。

⑤ ④に②を入れ、練らないように
混ぜ合わせ、８等分する。

⑥ 10センチ角に切ったクッキン
グペーパーに⑤
の生地をのせ、
蒸気の上がった
蒸し器に入れ、
強火で10〜13
分蒸す。

「かぶせ茶」って
食べてもおいしいんだよ
「四日市かぶせ茶レシピ」は、茶業関係
者の皆さんからレシピを募集して作成し
たんだ！市の施設などで配布している
し、市ホームページ（HPｈｔｔｐ://ｗｗｗ
5.ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｉｔｅｍ
62019.ｈｔｍｌ）でも見られるよ！

市のマスコットキャラクター「こにゅうどうくん」のコーナーだよ。
今回は、「四日市かぶせ茶レシピ」の中から、ボクも大好き、秋にぴっ
たりの「かぶせ茶入り鬼まんじゅう」を紹介するよ！
※「facebook」「Twitter」をしているよ。チェックしてね！

【作り方】
① さつまいもは両端を落とし
て厚めに皮をむき、１セン
チ角のさいの目に切って、
すぐ水につける。

② 30分ほどたったら、①をざ
るに揚げて水切りする。

かぶせ茶入り
鬼まんじゅう

さつまいも……250g
小麦粉…………200g
ベーキングパウダー
……………… 10ｇ

塩………小さじ1/3
かぶせ茶粉末
…………小さじ2
砂糖………… 70g
水………… 120ml
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